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【緒言】

　持久走／長距離走は，学校教育における体育
の学習内容である．持久走／長距離走は，児童・
生徒の学習として，そして発育発達の補償（宮
下，1980；浅見，1985；宮下，1986；加賀谷，
1998；小澤，2006），健康の維持・増進や運動不
足病の予防などに有効（高木ら，1994）など，
全身持久力の低下が著しい現代の健康課題への
取り組みとしても有望である（小林，2003）．そ
して，生涯続けられる運動やスポーツとしてラ
ンニング，ジョギングが多くの人々に愛好され
（内閣府，2009；笹川スポーツ財団，2018），生
涯スポーツの実現を目指す学校教育においても
価値が高く，体育の学習内容としても重要であ
る．
　学習指導要領は，学校教育法に基づく学校教
育における教育課程，即ち学習内容の基準であ
る（学校教育法施行規則第52，74，84条など）．
持久走／長距離走は，この学習指導要領におい
て，小学校は体育科運動領域，中学校は保健体
育科体育分野，高等学校は保健体育科科目体育
に明示されている（文部科学省，2017a；文部科
学省，2017b；文部科学省，2018）．長距離走が
体育の学習内容に示されたのは，大正15年「改
正学校体操教授要目」からで（文部省，1926），

その後も体育の学習内容は引き継がれている
（井上一男，1959）．そして，国も教育も一新さ
れた第二次大戦終了後，学校体育の基準として
の最初からすでに，即ち，暫定的指針とはいえ
学習指導要領の前身「学校体育指導要綱（1947
（昭和22）年）」（図1）に，中学校，高等学校，
大学の体育の男子の陸上競技に長距離走が示さ
れた．それ以降も，中学校において，長距離走
は，学習指導要領，同解説・指導書に明記され
続けている．高等学校の場合は，長距離走が示
されている場合が多いが，その記述の仕方には
変動が見られる．小学校においては，持久走だ
けが示され続けており，長距離走は示されてい
ない．
　持久走は，距離的にも時間的にも長く走り続
け，全身持久力や呼吸循環系のはたらきが重要
である体力的なことなど，長距離走と共通して
いる（佐藤，1981；窪田ら，2009）．持久走が体
育の学習内容に示されたのは，1949（昭和24）
年の最初の学習指導要領（試案）で，小学校の
陸上運動においてである．中学校・高等学校に
おいても同時期1951（昭和26）年の中学校・高
等学校学習指導要領保健体育科体育編（試案）
において，陸上競技の長距離走の中に女子の場
合には持久走と示されている．この持久走につ
いて，小学校の場合は，かけ足，もしくは持久
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走と示されており，1977（昭和52）年以降は，
学習指導要領に持久走の記載は無く，解説・指
導書にその記載があり，2018（平成30）年改訂
まで同様である．これは，体つくり運動（1989
（平成元）年度改訂までは，体操）としての位
置付けが続いており，陸上競技（陸上運動）の
位置付けではない．中学校の場合，陸上競技の
位置付けでは，女子の場合に持久走と示されて
いたが，1978（昭和53）年の指導書の長距離走
において，長距離走を体操の動きを持続する能
力を高める運動に位置付ける持久走的な扱いが
示された．それ以降，体つくり運動としての位
置付けが明確となって続き，2017（平成29）年
改訂においても男女ともに持久走と示されてい
る．高等学校の場合は，記述の変動がある．持
久走の初出は，1951（昭和26）年の中学校・高
等学校学習指導要領保健体育科体育編（試案）
で，陸上競技の長距離走の女子の場合に，持久
走（かけ足2～5分）と示された．以降，1956
（昭和31）年，1960（昭和35）年も同様であっ
た．しかし，次の1971（昭和46）年と1978（昭
和53）年の改訂では持続走という名称であった．
これは長距離走としての扱いと持久走としての
扱いの両方を含んでいる，とされた．1989（平
成元）年改訂では，持久走に関する記述は無い．
1999（平成11）年の改訂ではA体つくり運動に，
その例として「歩，走，跳などの全身運動を」
や「動きを持続する能力を高める運動」など持
久走と考えられる記述がある．2009（平成21）
年と2018（平成30）年改訂でも持久走という名
称はないが，A体つくり運動（2）体力を高める
運動に，動きを持続する能力などを高めるため
の運動があり，ジョギングという持久走と位置
付けられる記述がされている．このように，改
訂の時期によって表現の違いはあるが，小学校
では持久走が，中学校と高等学校においては持
久走と長距離走が，体育の学習内容として長く
位置付けられ続けている．
　このように学習指導要領・同解説等における
持久走／長距離走に関する記述には変動があ
る．また実際の授業実践は，この学習指導要領
に直接的に影響されるので，その記述を整理す

ることは重要な課題となる（佐藤，1996；池
田，2020；佐藤，2021）．このような課題意識
から，例えば，持久走／長距離走に関して，山
本（1988）は，小学校の昭和35年改訂版，昭和
44年改訂版，昭和53年改訂版の学習指導要領と
指導書における持久走に関する全ての記述を整
理，分類した．しかし，それ以前の版やそれ以
降，また他の校種における検討はその後見られ
ない．

【目的】

　本研究は，全ての学習指導要領と解説・指導
書における持久走／長距離走に関する全ての記
述を総合的に整理することを目的とした．

【方法】

　教育課程，即ち学習内容の基準である学習指
導要領，そしてその解説・指導書から，持久走
／長距離走に関する記述を全て抽出し，分類し
た．同様の手法は他でも試みられており，高橋
ら（2014）は，学習指導要領解説における ICT

に関する記述を抜き出し，用語や関連の記述を
分類している．山本（1988）も，小学校の昭和
35年改訂版，昭和44年改訂版，昭和53年改訂
版の学習指導要領と指導書における持久走に関
する全ての記述を抜き出して整理，分類した．
　本研究で対象とした資料は，学習指導要領の
前身である学校体育指導要綱や学習指導要領
（試案）なども含め，学習指導要領とその解説・
指導書の全てである（表1）．学習指導要領は学
校教育の教育課程，即ち学習内容の基準である
から（学校教育法施行規則第52，74，84条な
ど），学校教育の学習内容を検討しようとする
本研究においては，重要な資料である．また学
習指導要領だけでなく解説・指導書も対象とし
たのは，学習指導要領解説・指導書は，文部科学
省が告示した学習指導要領の記述や意味を文部
科学省自らが詳細に説明しているので（2017b），
有権解釈だからである（加藤ら，2006；法令用
語研究会，2006）．即ち，学習指導要領は大綱
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的な示し方となっているため，その記述の意味
や解釈などの詳説が必要となる．それを文部科
学省自身が行っているのが解説・指導書である
（横嶋，2020）．よって，学校現場では，この解
説・指導書は学習指導要領と同等に重要視，活
用されているので（本村，2016；日野，2009；
小磯ら，2020），学習指導要領と同じく本研究
の重要な対象資料とした．また，保健に関する
版も含めたのは，これには健康・安全に関わる
内容が示されるなど，保健学習と体育学習は常
に密接だからである（十河ら，2020；西嶋・鈴
木，2002）．

【対象】

　本研究の対象は，学習指導要領と解説・指導
書である（表1）．解説・指導書は，学習指導要
領に付随して刊行されているため，それに対応
するように整理して表記した．学習指導要領策
定までの暫定的指針であった学校体育指導要綱
以降，試案，そして要領とその解説としての解
説・指導書，全ての原典（刊行物）全51件を入
手し（インターネットでの検索や調査などから，
古書店などで購入），それらによって記述を確
認した．

1 ．要綱
① 学校体育指導要綱（図1）　1947（昭和22）年
6月（A5）
　当時は学習指導要領の策定が間に合わず，要
綱として発表された．（3）中学校「約13年-15
年」運動の表（文中，教材と記述）の中の，ス
ポーツの形式の陸上競技・走の内容欄に，女子
「各種走」，男子「短距離走・中距離走・長距離
走・継走・障害走」，（4）高等学校（仮称）「約
16年-18年」運動の表（文中，教材と記述）の中
の，スポーツの形式の陸上競技・走の内容欄に，
女子「各種走」，男子「短距離走・中距離走・長
距離走・継走・障害走」と，長距離走が示され
た．ちなみに，このとき，大学についても記載
されていた．（4）大学（仮称）「約19年-22年」
運動の表（文中，教材と記述）の中の，スポー

ツの形式の陸上競技・走の内容欄に，女子空欄，
男子「短距離走・中距離走・長距離走・継走・
障碍走」，と大学でも長距離走が示されている．

図 1　学校体育指導要綱

2 ．試案
② 学習指導要領　小学校体育編（試案）（図2） 
1949（昭和24）年9月（A5）
　学校体育指導要綱の後，初めての学習指導要
領として公刊され，試案と明示していた．“試
みの案”なので手引書，参考資料としての位置
付けで，規定するものではないことを明記して
いた．本書の性格（p.1）に“本書はあらかじ
め規定された教授計画を示すものでは決してな
い．子供たちがりっぱに発達をとげ，正しい社
会生活が営めるようになるためにどんな教材で
学習することが最も適当であるかは，現実に子
供たちの学習を指導し，土地の実情にくわしい
教師各位が決定すべき問題である．～しかしな
がら社会の要求や児童の興味・能力，これに応
ずる適当な教材，そしてこれらの教材による学
習指導法などについては，一般的，共通的に考
えられる点が少なくないので本書はこれらにつ
いて概説して，教師各位が学習指導される際に
必要な一般的よりどころを示そうと努めた”と
ある．この昭和24年度版に小学校での持久走の
初めての記述がある．第5・6学年の教材例の2
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陸上運動に12持久走，と示された．また，附録
2年間計画例の項，体育科年間計画の表中5・6
年男12月の欄に，陸上運動（持久走）と例示さ
れた．同じ5・6年12月の女の欄には，陸上運
動（なわとび）と記載され，この陸上運動（な
わとび）は男も女も何カ所か記載があり，女に
持久走は書かれていないところからすると，先
の持久走は男だけ，と解するべきだろう．

③ 中学校・高等学校　学習指導要領　保健体育
科体育編（試案）（図3）　1951（昭和26）年
7月（A5）
　小学校と同様，ここにもこの学習指導要領
（試案）が，規定的ではないこと，参考であり，
例示にすぎず，“生徒たちに最も適当な指導が
できるのは，生徒や学校，地域社会の実情に詳
しいその学校の教師である”，と明記している．

3 ．試案の表記の無い学習指導要領の最初
⑧ 高等学校学習指導要領保健体育科編（昭和31
年度改訂版）（図4）　1956（昭和31）年1月
（A5）
⑨指導書（図5）　1958（昭和33）年3月（B5）

　高等学校学習指導要領保健体育科編（昭和31
年度改訂版）には，それまであった「試案」の表
記が無い（図4）．学習指導要領は教育課程の基
準であること，即ち法的拘束力は，昭和33年度
改訂版からであるとされているのが一般的であ
る（内藤ら，1958；奥田，1996；柿山，2020；
杢子，2020）．ところが，この昭和31年度改訂
版の公刊に際し，“学習指導要領は単なる指導
書ではなく，教育課程の基準である”と文部省

図 3　�中学校高等学校学習指導要領保健体育科体
育編（試案）昭和26年版

図 4　�高等学校学習指導要領保健体育科編昭和31
年度改訂版

図 2　学習指導要領試案小学校体育編昭和24年度
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は明言している（佐藤，1996；柳川，1956a；
柳川，1956b）．そのためもあってか，それまで
の版では明示されていた表題の「試案」は表記
されなくなった（図4）．ここには“これは，高
等学校の保健体育科の指導を計画し，実施する
際の基準を示すものであって”と基準であるこ
とを明言している．また，現在では，学習指導
要領とその詳細を説明するための参考書として
の解説・指導書がセットで刊行されている（横
嶋，2020）．この学習指導要領とそれを詳述する
ための解説・指導書が発行されるようになった
のは，昭和33年度改訂版からであるとするのが
一般的である．この改訂の基本について，（文部
省）初等中等教育局長説明（内藤ら，1958）が
“従来は「学習指導要領ママは，学校教育法施行規
則によりまして，学習指導要領に基準による」
こういうように規定されておりました．この指
導要領は，目標あるいは内容，その取扱ママ，こ
ういうような部門と，指導方法，教師の手引書
等に相当するような部分につきまして，相当詳
細な説明が加えられておるわけであります．今
回わたくしども規定いたしましたものは，各教
科の目標，内容，取扱ママ，あるいは指導計画に
ついての基本的な事項だけにとどめまして，教
師の指導手引あるいは学習指導法につきまして

は，これを別の指導書にゆずりました．これを
国の基準として告示で公布するつもりでおりま
す．その面におきましては従来どおり法的拘束
力をもってくるわけであります．そうして別に
教師の手引書あるいは指導書を教師の参考書と
して刊行するつもりでございます．この点は法
的拘束力はございません．ですから従来の学習
指導要領を法的拘束力をもつ分と，しからざる
部門とにいたしたのが，今回の改正の第一点で
ございます．”と示している．ところが，それよ
り前，昭和31年度改訂版の学習指導要領には，
参考資料としての指導書が存在していたのであ
る．筆者はこれを発見し，入手した（図5）（注
1）．そのまえがきには“これらの目標や内容の
考え方を明らかにし，さらに指導計画や学習指
導の方法などについての基本的な事項に触れる
とともに，体育理論や各運動の指導計画および
展開の例をなるべく多く示して，学習指導要領
に示した内容が，実際の指導に具体化されるよ
うに考慮した”など，教師用の手引，参考資料
として学習指導要領に付随して発刊されたこと
が示されている．

4 ．学習指導要領　昭和33年度改訂
　一般的には，学習指導要領が教育課程の基準
で，法的拘束力がある，とされているのがこの
昭和33年度改訂版からである．試案の表記はな
い．
⑫ 中学校学習指導要領昭和33年度改訂版（図6） 
1958（昭和33）年10月（A5）
⑬ 指導書（図7）　1959（昭和34）年9月（A5）
　図のように，学習指導要領とその詳説のため
の指導書がセットで刊行されるようになったの
がこの改訂版から，とするのが定説である．

5 ．学習指導要領と解説が付随して公刊� �
⑯～�

　昭和33年度改訂で学習指導要領とその詳説
のための指導書がセットで刊行されるようにな
り，次の改訂である昭和43年度改訂以降も，学
習指導要領と解説が付随して公刊されることが
定着し，現在も引き継がれている．

図 5　高等学校保健体育科体育指導書
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　なお，小・中学校の場合，平成元年度までは
“指導書”と称していたが，平成10年度改訂か
ら“解説”と称することとなり，高等学校と同
じ名称となった（本村，2016）．

【結果】

　山本（1988）も，小学校の昭和35年改訂版，
昭和44年改訂版，昭和53年改訂版の学習指導要

領と指導書における持久走に関する全ての記述
を抽出し，それらを項目別に分類し，整理した．
これらを参考にし，本研究では，これまでに公
刊された学習指導要領と解説・指導書等の原典
全51点（表1）における持久走／長距離走に関
する記述を全て抽出，整理した．その結果，以
下（a）～（n）の14の項目に分類された．
（a）  位置付け：陸上競技．陸上運動．体操・体

つくり運動．
  体育は（小学校は体育科，中学校は保健体

育科体育分野，高等学校は保健体育科科目
体育），その学習内容が領域別に示されて
いる．そのどの領域に，持久走，長距離走
が位置付けられているか，その示し方であ
る．

（b）  名称：持久走．長距離走．かけ足．持続走．
ジョギング．ジョッギング．駅伝競走．ク
ロスカントリー．距離走．長距離競技大会．
持久走，長距離走以外にも，長く走る運動
の名称はこれだけ多種ある．

（c）  ペース：ペース．一定のペース．ペースの
とり方．快いペース．各自の能力にあった
ペースを定めて．など，走るペースに関す
る示し方である．“一定のペース”のよう
に，スピードの変化の少ないイーブンペー
ス走を意味しているペースがある．また，
それだけでなく“ペースの変化に対応して
走る”というように，ペースの記述が全て
イーブンペース走を意味しているわけでは
ない．

（d）  スピード・速さ：無理のない速さ．一定の
速さ．スピードを維持．速く走り通し．ス
ピードに変化をつけ．など，走るスピード
や速さに関する示し方である．一定の速さ
という示し方もあるようにペースとも捉え
られる．

（e）  フォーム・走り方：ストライドとピッチ．
自己のスピードを維持できるフォームで．
力みのないフォームで軽快に．ストライド
とピッチを切り替えて．疾走フォーム．な
ど，フォームや走り方に関する示し方であ
る．

図 6　中学校学習指導要領昭和33年度改訂版

図 7　中学校保健体育指導書昭和34年
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（f）  呼吸：呼吸はごく自然に．リズムよくしっ
かり息を吐く．1呼2歩1吸2歩，または1吸
1歩，1呼2歩等がある．鼻だけ呼吸するこ
とは苦しいから口で軽く呼吸する，など，
呼吸に関する示し方である．

（g）  走る距離や時間：男子は2000m程度，女子
は1000m程度．約2分間．約3分間．5～6分
程度．スポーツテストの持久走の距離（男
子1500m．女子1000m）を参考．“駅伝競
走では区間距離を5000mの範囲内で，例え
ば，1区3000m，2区2000m，3区2000m，4
区4000mというように設定し，生徒の能力
に応じて区間を選択”など，走る距離や時
間に関する示し方である．

（h）  記録（タイム）：目標タイムを達成するペー
ス配分．記録の向上をねらう．男子は9分
30秒～8分50秒ぐらい（中1，1200m程度）．
男子は9分25秒～8分30秒ぐらい（中2，
1200m程度）．男子は9分～8分10秒ぐらい
で（中3，1200m程度）．タイムを短縮した
りする長距離走の特性や魅力，など，陸上
競技の特性である記録，即ちタイム・成績
に関する示し方である．

（i）  競走：「競走．競走（1500メートル～5000
メートル）（男子中学校），競走（2000メート
ル～10000メートル）（男子高等学校）．長距
離走は競走的で持久走は競走的な取り扱い
をしない．いたずらに競走することなく．
競走したりする長距離走の特性や魅力」な
ど，自分自身や他者と競うという陸上競技
の特性を示している．だからといって，「い
たずらに競走することなく」という記述が
あるように，記録や競走だけではなく，記
録や競走に関わる留意点というような示し
方もされている．勝ち負けや測定（記録）
による生徒の不評も懸念される（本田・田
内，2020）．

（j）  練習方法：「各自の能力に応じた調子で走
る練習．時間を測ってペースやスピードを
調べ，その走り方を研究．グループで計時
係や記録係の役割を決め．1周ごとのラッ
プタイムを測って各自のペースを知る．冬

に配当．寒冷の時期に配当．トラックなど
を回り．レペティショントレーニングやイ
ンターバルトレーニング」など，練習方法
やトレーニングの方法に関する示し方であ
る．

（k）  学習形態：「みんなで．グループで．励ま
し合って．話し合い．能力のほぼ等しいも
ので組をつくって練習．道路を走るとき
は興味を増す．団体競走などの方法で採点
するのもよい．道路を走る場合は他人に迷
惑にならないように．協力して．班別に細
心の注意を払う．班別の総合的練習，各班
ごとに計測し，記録をとる．記録の結果に
基づき，上達のために協力し合う．」など，
グループや生徒同士での学び合いの学習形
態，協働的な学習を示している．走るとい
う運動は一人での行為だが，生徒同士で学
び合い，協働的な学習が重要であることを
示している．

（l）  意欲・気持ち：「最後までがんばって走る．
途中でやめないように忍耐強く走る．まじ
めに走る．能力をいっそう高めるよう努力
する．苦しいときでも忍耐強く最後まで走
る．各自の到達目標を決め，それに向って
努力する」など，長い距離や時間を走り通
すためには，気持ちや意欲が大切であるこ
とをを示している．

（m）  健康・安全：「健康・安全・衛生．長距離
走のあとはよく汗をふき，じゅうぶん休息
する．長距離走のあとはじゅうぶん休息す
る．じゅうぶん休息．入浴し．よく睡眠を
とる．準備運動や整理運動をよく行い．必
ず事前に健康調査．からだの調子の悪いと
きは無理をしない．食後1時間以上経過し
てから行う．気候等の状況に応じて．道路
を走るときは安全なコースを選び」など，
健康安全に細心の注意を払って指導するこ
とと，そしてその健康安全の確保が学習課
題としても重要であることを示している．

（n）  理論：「全身持久力．呼吸循環機能を発達．
ジョギングやエアロビクスなどの有酸素運
動．生活習慣病の予防をねらいとして，卒
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業後も継続可能な手軽な運動（高等学校）．
レペティショントレーニングやインターバ
ルトレーニングなどのトレーニングの原
則．インターバルトレーニングとは，主
として酸素の摂取能力の向上を目的とする
練習の一種で，強い全身的な運動をかなり
疲労するまで続け，わずかの休息をはさん
で繰り返す．走る前とあとに脈はくをはか
らせる」など，持久力養成に関わる理論や
トレーニング方法，効果に関する記述であ
る．それらの効果を確かめたり，一層効果
的に行うための脈拍測定などの活用も示し
ている．これら理論は，ランニングを行う
際にも重要で（田中，2011），学習指導要領
では平成20・21年度改訂から体育理論とし
て独立した領域となっている．

　このように学習指導要領と解説・指導書の全
ての記述を整理，分類して検討すると，（c）ペー
スを学習内容とする記述が突出して多い．そし
て，その他の項目にもペースに関連する記述が
多くある．（d）のスピードについても，ペースは
歩行，ランニングなどの速度のことであるとの
指摘（福永，2006；鍋倉，2018），（e）のフォー
ム・走り方についても，フォームはたくさん走
れるかどうかの基礎になり，ストライドとピッ
チがペースに関わるとの指摘（榎本，2011；持
田，2011；鍋倉，2018），（f）の呼吸について
も，呼吸が苦しいとオーバーペースであるこ
と，呼吸は走るリズムと関係するとの指摘（雨
宮，2011），（j）の練習方法，などもペースに関
係している．従って，これら（d）（e）（f）（j）
も，（c）のペースに関連している．ということ
は，学習内容として“ペース”が多く，常に強
調されている．学習指導要領で示されている学
習内容は，ペースが示されていることが中心で
はあるが，この“ペース”については必ずしも
一定のペースで走ること，イーブンペースだけ
に限定しているわけではない．“自己に合った
ペース”，“長距離走では，ペースの変化に対応
して走る”と，一定のペースではないことの示
し方もある．例えば，田山（1998）は，自分に
合ったペースを5つの型に分けており，必ずし

も一定のペースだけではない実践報告をしてい
る．

【考察】

　児童・生徒の持久走／長距離走に対する否定
的態度の報告は，多い（森村ら，2010；露木
ら，2016；小磯ら，2017）．その要因として，走
る際の苦しさやペースの問題が指摘される（荒
木ら，1972；中村，1983；野本ら，1986；中村
ら，2005；山本ら，2012）．子どもたちによくあ
るのは，初めにスピードを上げ過ぎて，その後
失速して，ペースダウンしたときには心身とも
に苦痛，という走り方である（佐藤ら，2015）．
今関ら（2014）は，ひどく息苦しくないペース
で走る，自分のペースをつかむ学習が必要だと
している．そのためもあって，授業実践では，
ペースを学習内容とすることが多い（小磯ら，
2022）．そして，学校教育における体育の学習内
容を規定している学習指導要領においても“長
距離走では，ペースを守り一定の距離を走るこ
と”，“長距離走では，自己に適したペースを維
持して走ること”というように，ペースを学習
内容とすることが多く示され，強調されている
との指摘がある（山本，1988）．しかし，ここで
の指摘は，学習指導要領の改訂三回分（昭和35
年，昭和44年，昭和53年）だけであり，また小
学校に限られている．そこで，学習指導要領の
前身である学校体育指導要綱以来の学習指導要
領とその解説・指導書の全51件を対象にして，
持久走／長距離走の学習内容の記述を全て抽出
し，整理した．その結果，（a）位置付け，（b）
名称，（C）ペース，（d）スピード・速さ，（e）
フォーム・走り方，（f）呼吸，（g）走る距離や
時間，（h）記録（タイム），（i）競走，（j）練習
方法，（k）学習形態，（l）意欲・気持ち，（m）
健康・安全，（n）効果，理論，の14項目に分類
された．これらは，体育学習の領域に適合して
いる（友添，2021）．
　（a）位置付け，（b）名称は，学習指導要領とし
て学校教育の基準性の明示として必要である．
また，（g）走る距離や時間は持久走／長距離走
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の定義を示している．
　そして，（d）（e）（f）（j）は，（c）のペースに
関わる．学習内容として“ペース”が多く，強
調されている．このペースという学習内容は，
一定のスピードで走ることだけを示しているわ
けではなく，ペースを考え，自己に合ったペー
ス，ペースの変化に対応して走る，というよう
に様々である．それらを含め，ペースが学習内
容として多く示されているのである．改訂三回
分の小学校の学習指導要領と指導書の記述を分
析した山本（1988）も，ペースの記述が多い，
という同様の傾向を指摘した．小学校，中学校，
高等学校の全校種，全ての学習指導要領，解
説・指導書の記述を確認した本研究においても，
ペースの記述が多いことが明らかとなった．そ
して，授業は学習指導要領，解説・指導書に準
拠し，この基準通りに行われているから，ペー
スを学習課題とする授業実践が多くなるのであ
ろう（小磯ら，2022）．このように，学習指導
要領と解説・指導書において，持久走／長距離
走の学習内容にはペースが主であることが確認
された．長距離走では陸上競技の特性である記
録，即ちタイムを向上すること，持久走におい
ては一定の距離を，（時間も距離も）長く走り続
けることがねらいである．そのためにペースを
意識して走り続け，その技能を身に付けること
が持久走／長距離走に共通の学習内容となって
いる．これは，運動量に見合わない血糖値の低
水準，ハイペースによる血中乳酸濃度の上昇な
どをもたらさないための適切なペース配分の重
要性，その指摘でもある（山崎，1995）．この技
能の学習内容は，ペースの他にも（g）走る距離
や時間，（h）記録（タイム），（i）競走がある．
もちろんこれらがペースと切り離されているわ
けではなく，記録（タイム）達成のためにペー
スを算出したり，練習することも多い．競走を
楽しむためにペースを一定にしたり，ペースの
変化も生じる．もちろん，定義に含めたが，走
る距離や時間によって走るペースも変わってく
るので，これもペースに関与する．これらは，
持久走／長距離走における技能の学習内容であ
る．

　また，（k）学習形態についてもかなりの記述
があり，それは学校教育の特徴でもある集団で
の学びを示している．“走る”という運動は，
一人での行為であるだけに，みんなで学ぶこと
が示されているのは強調的である．体育の学習
は，児童・生徒同士で学び合い，協働的な態度
が重要である（高橋ら，1986；前田，1987；友
添，2021）．即ち，持久走や長距離走の授業にお
いても，協働的学習が重要であることを示して
いるのである（小磯ら，2017）．この協働的学習
は，第3期教育振興基本計画（平成30年6月15
日閣議決定）にも，他者と協働，協働型などが
示されている．これは集団で学ぶ学校教育の良
さ，特徴である．持久走／長距離走の実施上，
強調されている（m）健康・安全も含めて，運
動スポーツの態度形成に関わる，社会的行動の
学習内容である．
　（l）意欲・気持ちは，運動スポーツについて
の興味，関心，意欲，肯定的価値観など運動ス
ポーツへの嗜好性，愛好感に対応しており，情
意の学習内容である．
　そして，（n）効果，理論学習なども強調され
ており，これは運動スポーツについての科学的
知識や思考，判断，分析に対応しており，認識
の学習内容である．
　学習指導要領における記述は，改訂版ごと
に，その内容の項目分けが徐々に変化してい
る，例えば，現行の平成29，30年改訂では，（1）
知識及び技能（運動），（2）思考力，判断力，表
現力等，（3）学びに向かう力，人間性等の三つ
で，その前の改訂版（平成20，21年改訂）では，
（1）技能（運動），（2）態度，（3）知識，思考・
判断の三つである．こうしてみると，本研究に
おいて整理された持久走／長距離走の全ての学
習内容は，学習指導要領改訂における項目分け
は変わっていても，基本的で，国際的にも共有
される体育の学習目標とその学習内容に適合し
ている（Crum B., 1987；高橋，1989；Crum B., 

1992；友添，2021）．これは情意，技能，認識，
社会的行動で構成されており，それらの持久走
／長距離走に関する具体的学習内容が示されて
いるのである．そして，中でも持久走／長距離
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走を行う際に最も有用な“ペース”が，技能の学
習内容として多様に示されていることや，実際
の学習活動としての協働学習が特徴的である．
そして，持久走／長距離走の授業実践において
も多くの研究課題がある．実際の学校現場での
実践における学習内容やペース，それらの基準
となる周回，実施の季節的な傾向なども明らか
にされている（小磯ら，2022）．今後も，学習
指導要領に示された学習内容などについて，学
校現場での取り組みや実践などの実際がどうで
あったのか，成果や効果，指導の実際の工夫な
ど，より幅広い視点で整理されることが期待さ
れる様々な課題がある．
　ところで，持久走が小学校において学習指導
要領に示されたのは，昭和24年の試案からであ
る．その後昭和28年改訂版には記述がなく，次
に記述があるのは昭和33年改訂版であるとの指
摘がある（鈴木ら，2016）．しかし，記述が無
いとされた昭和28年改訂版にも記述があること
を，本研究では確認した．「第Ⅳ章指導と管理 

Ⅱ指導計画の立て方と年間計画　3年間計画例 

大都市の学校の例　4年間計画の6年表中　2月
教科時の活動の欄に，持久走（p.41）．中都市の
学校の例　5年間計画の第5学年表中　2月教科
時の活動の欄に，マラソン（2000m），教科時外
の活動の欄に，持久走，指導との関連性の欄に，
冬季スポーツとしての駅伝競走が非常に多いの
で，この機会に持久走の要領を指導し，戸外運
動を奨励する（p.47）．北方農山村の複式学校の
例　4年間計画の第5・6学年表中　12月の活動
の教科時の欄に，持久走（p.59）．」と示されて
いる．これは例示ではあるが，例示としての示
し方は，昭和24年の試案でも同様であるから，
ここでも持久走が示されていると考えるのが妥
当である．

【まとめ】

　本研究の目的は，体育の持久走／長距離走に
関する学習内容をレビューすることであった．
対象とした資料は，学校教育の基準である学習
指導要領と解説・指導書の公刊された全51件で

あった．これらから，持久走／長距離走に関す
る記述を全て抽出し，分類した．
　得られた結果は以下のとおりであった．
　持久走／長距離走の学習内容は，情意，技能，
認識，社会的行動の四つの領域によって構成さ
れていた．この4領域は，体育の学習目標と学
習内容についての基本的，そして世界的にも共
有されている領域の構成であった．
　中でも，技能の学習内容にペースが多く示さ
れていることは，顕著な特徴であった．これ
は，一定のペースで走るイーブンペースだけ
でなく，ペースの変化やいろいろな走り方な
ど，様々なペースが示されていた．このことは，
ペースが持久走／長距離走の中核的技能である
こと，そして重要な学習内容であることを示し
ていた．
　また，実際の学習活動における社会的行動と
しての協働学習も強調されていた．
　このように，学校教育の基準である学習指導
要領と解説・指導書に示された持久走／長距離
走の学習内容は，単に走るだけではない，多様
な学習内容を内包していた．
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表 1　持久走／長距離走に関する記述検討の対象とした体育／保健体育科の学習指導要領・解説等

改訂年度 小学校 中学校 高等学校

1947
（昭和22）
年度

①学校体育指導要綱，文部省，日本書籍．1947（昭和22）年6月22日．1949（昭和24）年度

1949
（昭和24）
年度

②学習指導要領　小学校体育編（試
案）文部省，大日本図書，1949（昭
和24）年9月12日．

③中学校・高等学校　学習指導要領　保健体育科体育編（試案）昭和26年
版　文部省，大日本雄弁会講談社，1951（昭和26）年7月25日．1951（昭
和26）年度

1951
（昭和26）
年度

④小学校保健計画実施要領（試案），
文部省，1951（昭和26）年2月26日，
北陸教育書籍

⑤中等学校保健計画実施要領（試案），文部省，1949（昭和24）年11月18
日，大日本図書．1953（昭和28）年度

1953
（昭和28）
年度

⑥小学校学習指導要領　体育科編
（試案），文部省，明治図書．1953
（昭和28）年11月30日．

⑦「中学校保健体育科のうち保健の
学習指導について」文部省初等中等
教育局長通達，1956（昭和31）年3
月30日．文部省「中学校保健体育
科のうち保健の学習指導について」
中等教育資料，5（5）：8－11，1956
（昭和31）年．

⑧高等学校学習指導要領保健体育
科編，文部省，教育図書，1956（昭
和31）年1月10日．⑨高等学校保健
体育科体育指導書　文部省，教育図
書，1958（昭和33）年3月20日．

1958
（昭和33）
年度

⑩小学校学習指導要領　文部省調
査局，帝国地方行政学会，1958（昭
和33）年10月10日．⑪小学校体育指
導書　文部省，大日本図書，1960
（昭和35）年3月28日．

⑫中学校学習指導要領　文部省調
査局，帝国地方行政学会，1958（昭
和33）年10月10日．⑬中学校保健体
育指導書　文部省，1959（昭和34）
年9月15日，開隆堂．

⑭高等学校学習指導要領，文部省，
大蔵省印刷局，1960（昭和35）年11
月1日．⑮高等学校学習指導要領解
説　保健体育編　文部省，開隆堂．
1962（昭和37）年3月30日．
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（昭和43）
年度

⑯小学校学習指導要領　文部省，大
蔵省印刷局，1968（昭和43）年7月
25日．⑰小学校指導書体育編　文
部省，東洋館出版，1969（昭和44）
年5月31日．

⑱中学校学習指導要領　文部省 
1969（昭和44）年5月20日　大蔵省
印刷局．⑲中学校指導書保健体育
編　文部省，1970（昭和45）年5月
31日　東山書房．

⑳高等学校学習指導要領　1970（昭
和45）年11月1日　文部省，大蔵省
印刷局．�高等学校学習指導要領
解説保健体育編，1972（昭和47）年
5月．

1977
（昭和52）
年度

�小学校学習指導要領，文部省，大
蔵省印刷局，1977（昭和52）年7月30
日．�小学校指導書体育編　文部
省，昭和53年5月，東山書房，1978
（昭和53）年5月．

�中学校学習指導要領，文部省，大
蔵省印刷局，1977（昭和52）年7月
30日．�中学校指導書保健体育編 
文部省，1978（昭和53）年5月，東
山書房．

�高等学校学習指導要領，文部省，
大蔵省印刷局，1978（昭和53）年9
月5日．�高等学校学習指導要領解
説保健体育編体育編　文部省，1979
（昭和54）年5月，一橋出版．

1989
（平成元）
年度

�小学校学習指導要領　文部省，
1989（平成元）年3月20日，大蔵
省印刷局．�小学校指導書体育編 
文部省，1989（平成元）年6月15日，
東洋館出版．

�中学校学習指導要領　文部省，
1989（平成元）年3月20日，大蔵省
印刷局．�中学校指導書保健体育
編　文部省，1989（平成元）年7月，
大日本図書．

�高等学校学習指導要領　文部省，
1989（平成元）年3月20日，大蔵省印
刷局．�高等学校学習指導要領解
説保健体育編体育編　文部省，1989
（平成元）年12月25日，東山書房．

1998
（平成10）
年度

�小学校学習指導要領　文部省，国
立印刷局1998（平成10）年12月17
日，2004（平成16）年1月20日改訂
版．�小学校学習指導要領解説体
育編　文部省，1999（平成11）年5
月31日，東山書房．

�中学校学習指導要領　文部科学
省　1998（平成10）年12月17日，
2004（平成16）年1月20日改訂版 
国立印刷局．�中学校学習指導要
領解説保健体育編　文部省，1999
（平成11）年9月13日，東山書房．

�高等学校学習指導要領　1999（平
成11）年4月5日　文部科学省　国
立印刷局　2004（平成16）年1月20
日改訂版．�高等学校学習指導要
領解説保健体育編体育編　文部省，
1999（平成11）年12月28日，東山書
房．

2008
（平成20）
年度

�小学校学習指導要領　文部科学
省，2008（平成20）年7月25日，東
京書籍．�小学校学習指導要領解
説体育編　文部科学省，2008（平成
20）年8月，東洋館出版．

�中学校学習指導要領　文部科学
省　2008（平成20年）8月20日　東
山書房．�中学校学習指導要領解
説保健体育編　文部科学省，2008
（平成20）年9月25日，東山書房．

�高等学校学習指導要領　文部科
学省，2009（平成21）年9月30日，
東山書房．�高等学校学習指導要
領解説保健体育編体育編　文部科
学省，2009（平成21）年12月15日，
東山書房．

2017
（平成29）
年度

�小学校学習指導要領　文部科学
省，2018（平成30年）2月28日，東
洋館出版．�小学校学習指導要領
解説体育編，文部科学省，2018（平
成30年）2月28日，東洋館出版．

�中学校学習指導要領　文部科学
省　2018（平成30）年3月30日　東
山書房．�中学校学習指導要領解
説保健体育編，2018（平成30）年3
月30日　東山書房．

�高等学校学習指導要領　文部科
学省，2019（平成31）年2月15日，
東山書房．�高等学校学習指導要
領解説保健体育編体育編，文部科学
省，2019（平成31）年2月15日，東
山書房．


